
団体名
団体web
サイトURL https://okane-kikin.org/

申請事業の分類① ①草の根活動支援事業

申請事業の分類② ①-1 全国ブロック

申請事業の分類③ -

領域① ３）地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に係る活動 領域②

⑥  地域の働く場づくりの支援 -

⑦  安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援 -

- -

領域③ 領域④

- - -

設立年月日
法人格取得年月日

団体概要

代表者名

代表者の役職

代表者名 2

代表者の役職 2

役員の人数

（その内）監事/監査役・会計参与の人数

置いている監事のうち公認会計士または税理士の人数

職員・従業員合計

常勤・有給・有期

常勤・有給・無期

常勤・無給(有期・無期)

非常勤・有給・有期

非常勤・有給・無期

非常勤・無給(有期・無期)

事務局体制の備考

決済責任者、経理担当者、通帳管理者のうち、決済責任者と通帳管理者が異なること

1.必要な会計帳簿が備えられている

2.業務別に区分経理ができる体制である

年間決算の監査を行っているか

1 前年度の助成件数 （件）

2 前年度の助成総額（円）

助成実績

11団体

15,555,988円

助成事業の実績内容

8
●監査

①監事で実施

6
●資金管理体制

問題なし

7

●区分経理・帳簿

問題なし

問題なし

特になし

4

●役員

7人

1人

1人

5

●事務局職員

5人

以下、職員・従業員の内訳

1人

4人

0人

0人

0人

0人
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●団体概要
①より良い社会を寄付でつくる助成事業 実行団体が取り組む社会問題課題を解決する活動を広め、共感とともに集まった寄付金で対
象事業への助成を行う。また伴走支援として、将来的に自立できるように取り組む。 ②寄付文化や活動を知ってもらうセミナー・体験活
動事業 実行団体が取り組んでいる事業やそれらの社会問題、課題を解決していく活動を広く世に発信する。実行団体の話を聞く機会や
実際に体験する機会を作る。
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●代表者情報
澤上 篤人

代表理事

-

-

-

申請事業概要

大震災の記憶を継承・共有することで、同じ災害が発生しても、被害を押さえ、被害から速やかに回復できる仕組みを、未来の世代へ受け継いでいく。方法としては、東日本大震災に関連する語り部育成や伝承を行う事業や、同地
域のコミュニティの活性化やイベント等を行う事業に関する団体を支援。地域住民が、震災の記憶を伝承することの大切さや、社会的弱者を含めてお互いを助け合えるコミュニティづくりの重要性を認識できるようにする。それに
より、新たな災害が発生した時に、地域の人達が過去の被災の経験とつながりを活かし、避難の声かけや安全な経路での避難などにより、被災地の住民の被害を最小限に抑えられる状態になる。長期的には、その知見が他の地域に
も広がり、全国の災害被害を軽減する効果を期待する。

団体組織情報

1
●設立・法人取得年月日

2015/1/9
2016/10/3

-

-

-

分野③ 分野④

副題 未記入

優先すべき社会の諸課題選択科目

分野① 分野②

2020年度通常公募_団体情報シート

公益財団法人お金をまわそう基金
申請事業名

申請受付番号 2025
主題 3.11の震災伝承と未来へのギフトを支援



システム入力
誓約 チェックあり

業務1.1の確認 チェックあり

業務1.2の確認 チェックあり

業務2の確認 チェックあり

業務3 該当なし
業務3の確認 チェックあり

同意 チェックあり個人情報保護に関する基本方針の同意

誓約確認等
欠格事由に関する誓約

業務に関する確認
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当財団は2016年より活動を開始。延べ約2,000人から寄付をいただき、助成先団体へ約2000万円の助成を行った。 第4期の活動としては、助成先団体と支援者をつなげ、支援・応援する方々により深く活動を知って
いただくきっかけとしてセミナーや体験活動を9回実施、延べ220名の方にご参加いただいた。参加者からは、自身の寄付先だけでなく他の団体の活動を知るきっかけとなり、「寄付の選択肢が増えた」との声を多数
いただいた。 助成先団体同士の交流の場も設け、イベントへの合同出展や合同セミナーを実施、互いの事業の強みや弱みなど新たな気付きを得る学びの機会を創出した。 当財団のスタッフがすべての助成先団体の活
動現場に出向き事業を視察、体験した内容を支援者に伝えることにも取り組んだ。 これらの活動を通して、第4期は1,393名から寄付を頂き、前年度比で2.5倍近く寄付者を増やすことができた。 今年度も、当財団の
最大の特徴である「寄付金100％助成先に届ける」という魅力をアピールし、全国の助成先団体の伴走支援や支援者との交流を通して、前年度を上回る結果を出すよう挑戦していく。


